[bookmark: _Hlk119840854]　　令和 (れいわ)〇年 (ねん)（20XX年 (ねん)）〇月 (がつ)〇日 (にち)
保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)（お父 (とう)さん・お母 (かあ)さん・おうちの人 (ひと)）　様 (さま)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇学校 (がっこう)　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長 (こうちょう)　〇〇　〇〇
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大 (おお)雨 (あめ)警 (けい)報 (ほう)（雨 (あめ)が たくさん 降 (ふ)るので 危 (あぶ)ない という お知 (し)らせ）、
暴 (ぼう)風 (ふう)警 (けい)報 (ほう)（風 (かぜ)が とても強 (つよ)くて 危 (あぶ)ない というお知 (し)らせ）が 出 (で)たときについて
○○小学校 (しょうがっこう)では、大雨 (おおあめ)警報 (けいほう)、暴風 (ぼうふう)警報 (けいほう)が 出 (で)たとき、↓のように します。
警 (けい)報 (ほう)が 学 (がっ)校 (こう)が 始 (はじ)まる前 (まえ)に 出 (で)たとき
１　朝 (あさ)7時 (じ)に 警報 (けいほう)が 出 (で)ているときは、子 (こ)どもは、学 (がっ)校 (こう)に 来 (こ)ないで、うちで 待 (ま)ちます。
２　警 (けい)報 (ほう)が 〇時 (じ)までに なくなったときは、うちで 昼 (ひる)ご飯 (はん)を 食 (た)べてから  〇時 (じ)までに 
学校 (がっこう)に来 (き)ます。学校 (がっこう)の給食 (きゅうしょく)はありません。保護者 (ほごしゃ)が まだ 学校 (がっこう)に 行 (い)くのが 危 (あぶ)ないと
思 (おも)うときは、子 (こ)どもは 学 (がっ)校 (こう)に 来 (こ)なくてもいいです。
（学 (がっ)校 (こう)に来 (こ)ないときは、学 (がっ)校 (こう)に 連 (れん)絡 (らく)してください。）
３　警 (けい)報 (ほう)が〇時 (じ)の あとも 続 (つづ)いているときは 学 (がっ)校 (こう)は 休 (やす)みになります。
警報 (けいほう)が 授業 (じゅぎょう)の 途中 (とちゅう)で 出 (で)たとき

　授業 (じゅぎょう)の 途中 (とちゅう)で 警報 (けいほう)が 出 (で)たときは、子 (こ)どもは 安全 (あんぜん)に 気 (き)をつけて うちに 帰 (かえ)ります。
　　※雨 (あめ)や 風 (かぜ)が 短 (みじか)い時 (じ)間 (かん)で やみそうなときは、子 (こ)どもは 学 (がっ)校 (こう)で 待 (ま)つことが あります。

その他 (た)
１　学校 (がっこう)から 保護者 (ほごしゃ)への 連絡 (れんらく)は（※学校からの連絡手段 例）安心安全メール を入力）で 連絡 (れんらく)します。

２　大 (おお)雨 (あめ)と 暴 (ぼう)風 (ふう)以 (い)外 (がい)の 警 (けい)報 (ほう)が 出 (で)たときは、子 (こ)どもは 学 (がっ)校 (こう)に来 (き)ます。
しかし、警報 (けいほう)によっては、うちで 待 (ま)つ かもしれません。

３　特 (とく)別 (べつ)な 災 (さい)害 (がい)で 休 (やす)んだ場 (ば)合 (あい)は、出 (しゅっ)席 (せき)停 (てい)止 (し)扱 (あつか)いになります（欠席 (けっせき)になりません）。

特別 (とくべつ)な 天気 (てんき)や 災害 (さいがい)のときは、子 (こ)どもの 安全 (あんぜん)が いちばん 大切 (たいせつ)です。
保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)が いちばん いいと 思 (おも)う 方 (ほう)法 (ほう)を 選 (えら)んでください。
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